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卓　　話

会　長　中島高夫　　　 会長エレクト　渋澤健司　 
副会長　巴　高志　野田貞之　飯塚明男　　幹事　坂本雄一
2016 ～ 17 年度国際ロータリー会長　ジョン・ジャーム　　
第 2570 地区ガバナー　前嶋修身

進　行：ＳＡＡ　坂本優蔵　チーフ　　　　　　　　　　点　鐘：12：30　中島高夫　会長
国　歌：君が代　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソング：奉仕の理想

会長の時間　　　　　　　　　中島高夫　会長
　皆さんこんにちは　
２月の第１例会によう
こそ出席を頂き誠にあ
りがとうございます。
本日11時より理事会
が開かれました。審議
事項で３月の例会が承
認されましたので報告
致します。第１例会は春山茂之パスト会長の卓
話です。第２例会は夜の例会になります、３名
の会員にスピーチをして頂きます。第３例会は
本庄警察署長の卓話と警察官２名の表彰を行い
ます。第４例会美喜鮨にて懇親会になりますの
で宜しくお願い致します。以上です。本日の卓
話者ですが、本庄ロータリークラブ４人目のガ
バナーとして輩出されご活躍を頂きました、高
柳育行直前ガバナーです。後程卓話を宜しくお
願い致します。
　心と体をつくる食育の話をしたいと思いま
す。食事の前の「いただきます」というあいさ
つは食べ物への感謝の気持ちが込められていま
す。皆さんが食べている食べ物は、元をたどれ
ば、すべて生きていたものです。その命をいた
だく感謝の気持ちを表すのが「いただきます」
というあいさつです。
　食事の後のあいさつの「ごちそうさま」の
「馳走」という言葉には「駆け回る」という意
味があります。この食事ができるまでに、一生
懸命働いてくださった色々な人への感謝の気持
ちを表す「おかげさま」という気持ちが、この
「ごちそうさま」というあいさつです。もちろ
ん食べ物には、私たちのあいさつは聞こえない
と思います。みんなで声を合わせてしっかり、
あいさつをすることで感謝の気持ちを分かち合
うことができます。そしてその思いは食べ物と
なった生物はもちろん、働いてくださった多く
の人たちにも届いていると思います。
　2005年に食育基本法が制定され、学校教育
でも食育に力を入れております。
　食の安全性、孤食(一人での食事)や偏食、食
事体とそれに起因、付随する問題が指摘され、
食を通した「命」の教育が問われています。

　一方給食費を払っているから「いただきま
す、を言わなくてもいい」と子供や学校に言う
保護者もいると聞いたことがあります。
　食事は「命」を交換する儀式であります。｢い
ただきます」は日本人の食に対する倫理観で
「命の敬意」でもあります。戦後70年、目覚
ましい発展を遂げた日本、一方では飽食の問題
を抱えています。「食」は「人を良くする」と
書きます。
　物質的な豊かさの中で「食べ物は体をつく
り、食べ方は心をつくる」ということを各家庭
でも、今一度考えてほしいと思います。

幹事報告　　　　　　　　　　坂本雄一　幹事
１、本庄国際交流協会よ
　　り多国籍料理教室の
　　ご案内が届きました。
２、青少年交換委員会よ
　　り派遣学生10月次報
　　告書が届きました。
３、ロータリー希望の風
　　奨学金より風の便り
　　(週刊30号)が届きました。
４、MOA美術館本庄児童作品展　髙橋祐介　
　　実行委員長より協賛の御礼状が届きました。
５、ロータリーの友2月号が届きました。
６、抜萃のつづり　その七十六が届きました。
　
２月誕生祝いの会員

金井福則　２月３日　　境野三郎　２月６日
渋谷修身　２月７日　　竹並紀松　２月11日
茂木　聡　２月15日
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２月結婚祝いの会員
政裕美子　２月２日
関根　貢　２月10日　
境野三郎　２月11日
長崎隆司　２月12日　
萩原達夫　２月14日

卓話　　高柳育行　第2570地区直前ガバナー
『ガバナーを終えて、思う事』
－実践を通して得られる「ロータリーの魅力」－
　ガバナー年度では、
公式訪問そして地区大会
開催にあたり、クラブの
会長・幹事、そして実行
委員長をはじめとする多
くの皆様にご理解とご協
力をいただきましたこと
に、改めて心より感謝申し上げます。
　今年度の国際ロータリー会長　ジョン F. 
ジャームさんは、「今ロータリーは、いわば転
換期となる歴史的に重要な局面に立っていま
す」と述べています。昨年10月に開催された
理事会と財団管理委員会では、「全会員がロー
タリー会員であることのメリットと価値を実感
できるよう、力を注がなければならない。」と
訴えています。昨年の規定審議会では、クラブ
がより柔軟に対応できる内容になり、クラブに
は自主性と責任が問われることになりました。
　日本の多くのロータリアンは、国際ロータ
リーの様々な変更に驚きを示している人も多く
いるようです。そのような中で、私たちはどの
ようにロータリーに関わっていくのか、自分の
所属するクラブをどうしたいのか、考えなけれ
ばならない時期にあると思います。
　第2570地区は会員の減少が続いていて、我
が本庄ロータリークラブは出席率の低迷が続い
ています。このことはロータリーに魅力が感じ
られない現われの一つでありましょう。私自
身、先輩に勧められて入会しましたが、多くの
諸先輩のご指導とともに、「思いやりの心」や
「尊敬の心」があって、ロータリーが続けられ
てきたように思います。そして私の至らぬ所を
ご指導いただき、育てていただいたことに感謝
しております。自分の不足しているところを、
少しずつ満たしてくれたのがロータリーである
と思っております。不足しているところを満た
していくのが人生であるとも感じています。
　ロータリーに魅力を感じるには、あるいは魅
力あるロータリーにするには、ロータリーの

様々な場に参加すること、ロータリーについて
学ぶこと、学んだことをもとに実践すること、
そしてリーダーとなって発展させることが大事
だと思います。皆様にはロータリーを通じて
様々な体験をしていただくことで自分自身が満
たされることを期待しています。そして満たさ
れることによって魅力が増したロータリアンで
構成されるロータリークラブは、魅力が溢れる
ことになると確信しています。

出席率報告

ニコニコBＯＸ
「高柳パストガバナー卓話宜しくお願いします。」
中島高夫　坂本雄一　渋谷修身　　春山茂之
矢島淳一　茂木　正　高柳育行　　佐藤賀則
下谷正男　萩原達夫　岡崎正六　　飯塚明男
金井福則　藤井　仁　八木茂幸　　髙橋福八
浅香　匡　茂木　聡　五十嵐敦子　加藤玄静
坂田清茂　須永秀和　巴　高志　　戸谷清一

高柳育行
｢今日卓話をさせていただきます。ロータリー
の友２月号に地区大会で講演いただいた酒井様
の要旨が掲載されています。」
髙橋福八
｢３月11日夜歌舞伎座で海老蔵の「助六」に河
東節のタテ唄で出演します。見物ご希望の方は
本日中に髙橋迄ご連絡下さい。」
渋谷修身
｢昨年暮れ、三男夫婦に７年目にして初めての
子供が誕生しました。これで孫が５人になりま
した。」
｢順調に年を重ね、今月で後期高齢者になりま
した。」
岡崎正六
｢１月26日本庄RCゴルフ大会でシニア優勝が
できました。パートナーの方々、ゴルフ部の
方々ありがとうございました。」
藤井　仁
｢２月の夜間例会有りがとうございます。また
ゴルフ部のみなさまおせわになりました。」

次回プログラム発表
２月９日㈭　第２例会　夜間例会　18：30～
卓話：須賀利治様
テーマ　有機野菜、そしてオーガニックとは！

会員数 出席免除
会員数

出席義務
会員数

出　席
会員数 出席率

72 9 名 63 名 34 名 62.5％


